
 

 

 

 

 

「あたりまえ」と「ありがたい」 

  運動会では、多くの方の応援をいただき、子ども達が力を

発揮できた一日となりました。演技や競技をする姿から子ど

も達の成長を感じることができました。運動会までの保護者

のみなさまの励ましに、感謝申し上げます。 

ところで、運動会の時期と同じ頃、外国では、突然の襲撃

とその襲撃に対する報復行動による争いが始まりました。報

道を通じてその様子を目にした方も多いと思います。お互い

の主張はあるようですが、戦火の下、被害に遭うのは、今ま

であたりまえに日常生活を送っていた何の罪もない住民達

です。ねぶっ子と同じような学齢期の子ども達も大勢が被害

にあっています。多くの命も奪われました。毎日の何気ない

生活がどんなに幸せな事なのかを痛感する出来事でした。一

日も早い解決を祈らずにはいられません。 

 １１月２日に行う学校集会では、「あたりまえの日常」の

幸せについて子ども達と考えたいと思っています。改めて

「あたりまえ」について調べていると、「あたりまえの反対

語」という言葉が目に入りました。何だと思われますか？「あ

たりまえ」の反対語は「ありがたい」、漢字表記は「有り難

い」だそうです。有ることが難しい。めったにない、さらに

は、奇跡という意味合いがあります。今まで何気なく過ごし

てきた事、例えば、災害等に巻き込まれる心配もせず夜の眠

りにつき、朝に目覚め、時間になれば勉強や仕事をし、１日

の疲れをお風呂で癒やし、家族と会話する生活。そして、規

則正しく動き続けてくれる心臓の鼓動。これらすべては、「あ

たりまえ」と思うのではなく、「有り難い」ことなんだと再認

識すると、不思議といろいろな事象に感謝する気持ちがわい

てきました。同時に、特別な出来事はなくても、ただ、ここ

に生きているだけで有り難いことだと感じ、幸せな気分も味

わうことができました。 

１１月の学校集会では、あたりまえの裏側にある有り難さ

を子ども達に伝えたいと思っています。その日は、防犯ボラ

ンティアさんの紹介式も予定しています。どんな天候の日

も、登校時の安全を見守ってくださる方々の存在は、あたり

まえのことではなく、ありがたいことだということに気づく

ことで、感謝の心を抱き、今まで以上に元気な声で「おはよ

うございます」とあいさつをしてほしいと願っています。 

１１月も学校へのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

おおねぶ 
          校訓  心美しく たくましく  

 

内灘町立大根布小学校 

校 長  英 利恵 

令和５年１０月３０日 
大根布小 HP QRコード 

1１月 

多くの先生方の参観の中、生き生

きと学習する子ども達、 

元気で学んでいる子ども達の姿に

「有り難う」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 17 日県社会科教育研究大会河北大会 

10 月 18 日郡市教育課程研修会（国語科部

会・図工科部会）の様子より（HP でも紹介

しています） 



 

   

 

 

 

      

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（水）授業参観（１～４限）  

     親 子 レ ク １ 限 ２ 年 、 ２ 限 １ 年 、 ３ 限 ３ 年 、 ４ 限 ６ 年  

     いしかわ教育ウィーク（～７日まで）  

２日（木）全校集会、児童集会  

     学校安全ボランティアさん紹介式  

      ５ ・ ６ 年 、 保 護 者  学 校 保 健 委 員 会 （ ５ 限 ） 「 睡 眠 講 話 」  

３日（金）いしかわっ子駅伝  

８日（水）４年  障害者の方との交流（３・４限）  

９日（木） 2・ 4・ 6 年  石川県立美術館出前講座  

１０日（金）６年  卒業アルバム写真撮影  

      教室ワックスがけ（ 6 年 1 組）  

１４日（火）不審者対応訓練（２限）  

２４日（金）ズック持ち帰り日  

２９日（水）ねぶっこウォークラリー（２・３限）  

 

１１月の教育センター相談日  
１０日 (金 ) ２４日 (金 )  13:30～ 14:30～ 15:30～  

公認心理師・臨床心理士  橋本  玲子先生  

９日 (木 )  ３０日 (木 )13:30～ 14:30～ 15:30～  

公認心理師・臨床心理士  髙村   梓先生  

◇申込 み (連絡 先 )町 教育セ ンタ ー  ℡ 076-286-5481 

１１月の校内相談室    
8 日 (水 )            1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 3 0  

1 5 日 (水 )  2 2 日 (水 ） 2 9 日 (水 ）  9 : 3 0 ～ 1 2 : 3 0  
スクールカウンセラー   日数谷美奈  先生   

１０月７日（土） 

猿払村とのオンライン交流給食   

10 月 17 日 (火 )に内灘町と姉妹都市の北海道猿払村

の浅茅野 (あさじの )小学校５年生と大根布小学校３年

生がテレビ会議システムを使って交流給食を行いまし

た。当日は、猿払産のホタテとコーンのバター焼き、

内灘産の小松菜やサツマイモが使われた内灘めった汁

等のコラボメニューで、美味しく食べることができま

した。お互いの町や村、学校のことを紹介し、もっと

知りたくなったことを質問し合いながら交流を深め、

とても有意義な時間を過ごすことができました。  

 

 

 

 

 

 

 
 

※この日、猿払村は１０度以下のとても寒い日だった

そうで、大根布小の半袖の子ども達を見て驚いたそう

です。（内灘町は２２～２３度でした。）  

 

 

応援団長をして 

◇赤組応援団長  川原  優梨さん  

私が団長をして一番感じたことは、仲間が

いてよかったなということです。私は初めて

リーダーという役目を受け、いろいろなこと

を考えてやらなければならなかったので、と

ても難しく感じました。みんなにやる気をも

ってもらうために大きな声を出してがんば

りました。応援団のみんなもたくさんアイデ

アを出してくれて支えてくれました。  

 良い思い出になりました！  

◇白組応援団長  谷口  立弥さん  

ぼくが団長をして何より感じたことは、自

分を支えてくれた仲間の大切さです。応援

団、先生方、そして、白組のみなさんの助け

があったからこそ、最高の応援ができまし

た。とくに、応援団のみんなとは仲を深める

ことができました。だから、みんなの力にな

れるような応援ができたと思います。  

 最高に楽しい運動会になりました！  

 

 

 


